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小笠原村の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

9/27現在 

父島 

82.2/100 

母島  

90.6/100 

8月気象状況（父島）

最高気温   31.6℃ 

最低気温   24.5℃ 

平均気温   28.2℃ 

平均湿度   81％ 

月降水量   132mm

住民基本台帳登録者数（９/１） 

            2,369人 

             父島      母島   

   人口     1,920人   449人 

  世帯数    1,043     243 

短期滞在者        4人      33人 

ＮＯ．４８９ 

平成16年(2004) 

10/１(金) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 第 ２７回  小笠原村住民健診  
 

主催：小笠原村／協力：島しょ保健所小笠原出張所／実施機関：医療法人社団 こころとからだの元気プラザ  

 

【対象者】 原則として、小笠原村に住所登録されている３０歳以上の方 
 
【日時・場所・検査項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受付時間】 午前の受付時間は午前８時 ～１１時、午後の受付時間は午後１時 ～３時です。 

（父島の乳・子宮がん検診の受付時間は午後１時～４時３０分です。） 
 

【費 用】 無 料 
 

 住民健診を受けるには予約が必要です  
 

※ 父島の住民結核検診（レントゲン）は、予約の必要はありませんので、直接保健所にお越しください。 

 

【予約受付期間】 １０月１８日（月）～ １１月５日（金）（土・日曜日を除く） 

午前８時～正午、午後１時３０分～５時３０分 
 

【その他】 

※ 平成１４年度から、肝炎ウィルス検診を実施しています。 

節目年（４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳 ）の方には、肝炎ウィルス検診の問診表が同封 

されていますので、中身をご確認ください。 

※ 父島会場には、託児所が設けてありますので、お子様連れの方はお気軽にご利用ください。 

 
●申込み・問合せ先  父島  健康福祉課（地域福祉センター内） ２－３９３９ 

母島  母島支所庶務係          ３－２１１１ 

母島 ： 診療所 父島 ： 地域福祉センター ／ 住民結核検診は保健所 

１１／８（月） １１／９（火） １１／１１（木） １１／１２（金） １１／１３（土） １１／１４（日） １１／１５（月）

        

場 所 ・ 

              日 時 

 

検 査 項 目 午前 午後 午後 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

基本健康診査 

乳・子宮がん検診 

住民結核検診 

○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

胃 が ん検 診 ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
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村
民
課
住
民
係
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
国
民
健
康
保
険
出
産
資
金 

貸
付
制
度
を
創
設
し
ま
し
た 

 

【
制
度
の
内
容
】 

 
 

子
育
て
支
援
の
た
め
、
出
産
資
金
貸
付
け
を
10

月
１
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
は
、
出
産
に
必
要
な

費
用
の
一
部
を
出
産
前
に
無
利
子
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】 

 

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
の

世
帯
主
（貸
付
け
は
世
帯
主
に
行
い
ま
す
。
） 

 

①
出
産
予
定
日
ま
で
４
か
月
以
内
の
方 

②
妊
娠
４
か
月
以
降
の
方
で
、
医
療
機
関
等
か
ら

診
療
費
用
の
請
求
を
受
け
た
方
ま
た
は
請
求
さ

れ
た
費
用
を
支
払
わ
れ
た
方 

 

【
貸
付
金
額
】 

上
限
24
万
円
の
範
囲
で
必
要
な
金
額 

 

【
返
済
方
法
】 

 

借
り
受
け
た
金
額
は
、
出
産
後
に
支
給
さ
れ
る

出
産
育
児
一
時
金
（
30
万
円 

※
申
請
が
必
要
で

す
。
）
の
一
部
を
充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
返
済
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】 

 

○
母
子
手
帳 

 

○
対
象
者
の
②
に
該
当
す
る
方
は
、
診
療
費
用
の

内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書
ま
た
は
領
収
書 

 

○
印
鑑 

 

○
世
帯
主
の
銀
行
口
座
が
分
か
る
も
の 

○
国
民
健
康
保
険
証 

 

【
社
会
保
険
加
入
者
】 

社
会
保
険
に
も
、
出
産
予
定
日
ま
で
１
か
月
以

内
の
方
へ
の
同
様
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。
雇

主
、
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。 

◎
戸
籍
届
出
の
本
人
確
認
に
ご
協
力
を 

 

10
月
１
日
か
ら
、
戸
籍
届
出
の
際
、
身
分
証
明
書

等
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
、
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
も
届

出
は
で
き
ま
す
が
、
本
人
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
後
日
、
村
役
場
か
ら
届
出
人
あ
て
に
、
戸

籍
の
届
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
文
書
で
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

近
年
、 

全
国
的
に
当
事
者
の
知
ら
な
い
間
に
、
偽

造
の
婚
姻
届
等
が
提
出
さ
れ
、
戸
籍
に
事
実
と
異
な

る
記
載
が
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し

て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、

次
の
届
書
を
持
参
し
た
す
べ
て
の
方
に
、
本
人
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

【
対
象
と
な
る
届
出
】 

婚
姻
届
、
離
婚
届
、
養
子
縁
組
届
、
養
子
離
縁

届
（
た
だ
し
、
届
出
書
に
裁
判
の
謄
本
等
が
添
付

さ
れ
て
い
る
も
の
は
除
く
。
） 

 

【
身
分
証
明
書
等
】 

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
発
行
す
る
免
許
証
、

許
可
証
ま
た
は
身
分
証
明
書
（顔
写
真
入
り
の
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
等
で
、
戸
籍
の
届
書
を
持
参
す
る
方
の
顔
写
真
、

氏
名
、
生
年
月
日
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
） 

 

◎
パ
ス
ポ
ー
ト
出
張
申
請
・
交
付 

 

【
申
請
】 

 
 

平
成
16
年
度
の
パ
ス
ポ
ー
ト
出
張
申
請
は
次

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
８
日
（月
） 

 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
１
時 

午
後
２
時
30
分
～
６
時 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

 

 小笠原村における出産の基本方針   

 

現在、小笠原村では、産婦人科医の不在、医療施設や施術環境が整っていないこと、また、緊急時における内地搬送に時間がか

かるなどの理由から、内地での出産をお願いしている状況です。 

しかし、内地での出産は、家族の協力や精神的なつながりを強く必要とする時期に、遠く離れての生活を余儀なくされることや、

生活費や交通費などの工面など、精神的にも経済的にも大きな負担を強いることになります。 

そのため、村では、村内出産の可否について、１日も早くその方針を固めるべきとの考えから、村内出産の検討委員会を設置し、

検討を重ねてきました。 

また、村民の皆様の考えを広く知るために、村民対話集会や意見交換会を開催し、皆様の意見・要望などを伺ってきました。 

そして、様々な面から検討した結果、現在の体制では、万が一の事態に十分に対処できるとは言えないため、村としては、現時

点での村内出産はあきらめざるを得ないと判断しました。 

ただし、出産を控えた方々の出産に対する不安と負担を少しでも減らし、ご家族への手助けとなっていきたいとの考えから、

次の施策を行なうこととしました。 
 

１．産婦人科専門診療を年４回実施する 

２．小児科専門診療を年２回実施する 

３．母親・両親学級、育児学級、乳幼児健診、新生児・母子訪問指導の充実を図る 

４．出産補助金の見直し（現行の２０万円から、父島４０万円、母島４１万３千円に増額。詳細は４ページ上段をご覧ください。）

５．国民健康保険出産資金貸付制度の創設（国民健康保険法による出産育児一時金の支給まで、２４万円を限度に貸付けを行

なう制度。詳細は本欄下の記事をご覧ください。） 

６．出産する病院に隣接する施設に宿泊可能な病院の紹介 
 

村としては、これらの施策を行なうことで、村の出産の課題がすべて解決したと考えている訳ではありません。 

今後も、小笠原村診療所建て替えに伴う、新たな医療・福祉の複合施設の建設と併せ、引き続き検討していきます。 
 
 

                                               小 笠 原 村  
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【
母
島
】 

 
《
日
時
》
11
月
９
日
（火
）
午
後
２
時
～
６
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

 

○
戸
籍
謄
（
抄
）
本 

 
 
 

１
通 

 

○
住
民
票 

 
 
 
 
 
 
 

１
通 

 

○
写
真
（
左
図
参
照
） 

 
 

１
枚 

 

○
官
製
は
が
き 

 
 
 
 
 

１
枚 

 

○
身
元
確
認
の
書
類 

 

※
本
籍
が
小
笠
原
に
な
い
方
は
、
戸
籍
謄
（抄
）本
の

取
り
寄
せ
を
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
有
効
期
間
が
１
年
未
満
に
な
っ
た
旅
券
の

切
り
替
え
に
つ
い
て
は
、
有
効
旅
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
（
戸
籍
の
記
載
内
容
に
変
更
が
な
い
場
合

は
、
戸
籍
謄
抄
本
の
提
出
は
省
略
で
き
ま
す
。）。 

            

【
交
付
】 

 
 

11
月
の
出
張
申
請
に
よ
り
受
け
付
け
た
パ
ス 

ポ
ー
ト
の
出
張
交
付
は
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
３
日
（金
） 

 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
１
時 

 
 
 

午
後
２
時
30
分
～
６
時 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
４
日
（土
） 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
交
付
に
必
要
な
も
の
】 

 

○
官
製
は
が
き 

 
 

（
旅
券
課
か
ら
発
送
さ
れ
た
も
の
） 

１
枚 

 

○
収
入
印
紙 

 
 
     

10
年
旅
券 

収
入
印
紙 

１
万
３
千
円
分 

 
 

５  

年
旅
券 

収
入
印
紙 

８
千
円
分 

 
 

子  

供
旅
券  

収
入
印
紙 

３
千
円
分 

 

○
現
金
（手
数
料
） 

 
 
 
  

２
千
円 

 

◎
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度 

 
 

毎
年
10
月
は

○乳
医
療
証
の
更
新
月
で
す
。 

新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
、
更
新
日
の
前
日
ま
で
に

新
し
い
医
療
証
ま
た
は
ご
案
内
が
お
手
元
に
届
か
な

い
方
は
、
村
役
場
村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
申
請
に
は
、
医
療
保
険
加
入
要
件
と
所
得
制
限
の

審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
保
険
証
と
平
成
15
年

中
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（源
泉
徴
収
票
ま
た
は

区
市
町
村
で
発
行
す
る
所
得
証
明
書
等
）が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

平
成
16
年
１
月
１
日
以
降
に
小
笠
原
村
に
転
入

さ
れ
た
方
は
必
ず
所
得
を
証
明
す
る
書
類
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
乳
幼
児 

【
医
療
証
の
有
効
期
間
】 

10
月
１
日
～
平
成
17
年
９
月
30
日 

※
６
歳
児
は
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で 

【
窓
口
負
担
】 

《
通
院
の
場
合
》
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

《
入
院
の
場
合
》
食
事
代
と
し
て
、
１
日
あ
た
り

７
６
０
円
を
支
払
い
ま
す
。 

 

◎
恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の
皆
様
へ 

 

旧
軍
人
等
で
恩
給
を
受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者

の
方
（該
当
す
る
者
の
遺
族
の
方
を
含
む
）
、
終
戦
に

伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た

方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。 

な
お
、
引
揚
者
の
請
求
期
限
は
平
成
17
年
３
月

31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

請
求
書
類
は
、
村
民
課
の
窓
口
に
お
い
て
あ
り
ま

す
。
す
で
に
請
求
さ
れ
た
方
は
、
再
度
請
求
さ
れ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
合
せ
は
、
独
立
行
政
法
人 

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
ま
で
。 

 

【
電
話
】
０
１
２
０
―
２
３
４
―
９
３
３ 

 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://www.heiwa.go.jp 

 

◎
大
根
山
霊
園
の
利
用
に
つ
い
て 
 

大
根
山
公
園
の
管
理
棟
の
下
（
霊
園
の
上
か
ら
２

段
目
）
に
、
蛇
口
を
取
り
付
け
ま
し
た
。 

こ
の
水
は
、管
理
棟
の
ト
イ
レ
と
同
様
、「天
水
（雨

水
）」で
す
の
で
飲
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
時
に
よ

り
、
濁
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
ご
利
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

お
供
え
や
清
掃
の
た
め
の
お
水
は
、
ご
家
庭
か
ら

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ
て
、
お
持
ち
い
た
だ
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

ま
た
、
大
根
山
霊
園
に
お
い
て
、
最
近
、
造
花
な

ど
が
草
む
ら
に
放
置
さ
れ
て
い
た
り
、
犬
の
フ
ン
が

放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
花
や
造

花
、
お
供
え
も
の
を
交
換
さ
れ
る
際
は
、
必
ず
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
犬
の
フ
ン
の
処
理
は
、
飼
い
主

の
責
任
に
お
い
て
、
き
ち
ん
と
処
理
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、
10

月
27
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

 

（
昼
休
み
中
も
開
設
し
て
い
ま
す
。） 

 

【
場
所
】
父
島 

村
民
課
住
民
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

◎
行
政
相
談
週
間 

 

10
月
18
日
（月
）か
ら
24
日
（日
）は
「
行
政
相
談

週
間
」
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
行
政
相
談
制
度
に
つ

い
て
周
知
し
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
て
い
る
も
の
で
す
。 

小
笠
原
村
で
も
、
行
政
相
談
員
が
行
政
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。 

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、「説
明
に
納
得
で
き
な

い
。
」「処
理
が
間
違
っ
て
い
る
。
」な
ど
の
苦
情
や
要

望
を
受
け
付
け
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》 

○
10
月
20
日
（水
）
午
後
５
時
～
８
時 

○
10
月
21
日
（木
）
午
前
９
時
～
11
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
お
よ
び
場
所
》 

○
10
月
19
日
（火
）
午
前
９
時
～
正
午 

村
役
場
村
民
相
談
室 

○
10
月
23
日
（土
）
午
前
９
時
～
正
午 

二
見
港
お
が
さ
わ
ら
丸
船
客
待
合
所 

※
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

【
相
談
内
容
】
年
金
、
保
険
、
福
祉
、
道
路
、
郵
便
、

旅
客
運
輸
関
係
な
ど 

【
相
談
員
】
木
原
彬
夫
（き
は
ら
あ
き
お
） 

電
話
２
―
２
１
１
２ 

次
の
場
所
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

○
「行
政
苦
情 

１
１
０
番
」 

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所 

電 

話
０
５
７
０
―
０
９
０
―
１
１
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
３
３
１
―
１
７
６
１ 

○
東
京
総
合
行
政
相
談
所 

電 

話
０
３
―
３
９
８
７
―
０
２
２
９ 

 

○
東
京
１
日
合
同
行
政
相
談
所 

 
 

10
月
20
日
（水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

 
 

東
京
駅
八
重
洲
地
下
街「
メ
イ
ン
ア
べ
ニ
ュ
ー
」 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

35 

17±2 

27±2 

単位：ミリメートル

45 

7±2 

○
写
真
サ
イ
ズ 

 

（
ほ
ぼ
原
寸
大
） 
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出
産
費
用
補
助
金
の
増
額 

  

２
ペ
ー
ジ
の
「
小
笠
原
村
に
お
け
る
出
産
の
基
本

方
針
」
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
小
笠
原
村
出
産
費

用
補
助
要
綱
を
改
正
し
、
出
産
費
用
補
助
金
を
増
額

し
ま
し
た
。 

 
 【

補
助
金
額
】 

《
父
島
》
40
万
円
（
改
正
前
20
万
円
） 

《
母
島
》
41
万
３
千
円
（
改
正
前
20
万
円
） 

 

【
対
象
者
】 

平
成
16
年
９
月
23
日
以
降
に
出
産
さ
れ
た
方 

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

高
齢
者
住
宅
（シ
ル
バ
ー
ピ
ア
） 

入
居
者
募
集 

 

【
住
宅
名
】 

東
京
都
小
笠
原
二
見
台
ア
パ
ー
ト
３
号
棟 

【
所 

在 

地
】
小
笠
原
村
父
島
字
清
瀬 

【
募
集
戸
数
】
単
身
用
住
宅
（１
Ｄ
Ｋ
） 

１
戸 

【
使 

用 

料
】
月
額 

３
３
１
０
０
円 

【
申
込
条
件
】 

 
 

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

 

①
65
歳
以
上
の
単
身
者
で
あ
る
こ
と 

②
申
込
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
３
年 

以
上
し
て
い
る
こ
と 

 

③
自
立
し
て
日
常
生
活
が
営
め
る
こ
と 

 

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と 

⑤
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
は
日
常
生
活
に 

支
障
が
あ
る
こ
と 

【
使
用
者
の
決
定
】 

 
 

申
込
順
に
身
体
状
況
、
家
族
状
況
、
住
宅
状
況

等
を
審
査
し
、
入
居
者
を
決
定
し
ま
す 

【
募
集
期
間
】
10
月
１
日
～ 

【
申
込
方
法
】 

 
 

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
申

込
先
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
書
配
布
場
所
】 

 
 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係
、
村
民
課
住
民
係
、 

 

お
よ
び
母
島
支
所
庶
務
係 

【
必
要
書
類
】 

申
込
書
、
住
民
票
お
よ
び
住
宅
状
況
申
告
書 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

健
康
福
祉
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

閑
散
期
対
策
事
業 

（村
補
助
事
業
）の
再
募
集 

 
 

村
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
小
笠
原
村
閑
散

期
対
策
事
業
費
補
助
制
度
」
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
島
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
が
行
う
事
業
で
、

い
わ
ゆ
る
閑
散
期
に
観
光
客
等
の
来
訪
者
の
誘
致
が

見
込
め
る
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。 

 

７
月
に
２
事
業
の
補
助
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
あ

と
２
事
業
の
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
今
回
、
再
度
募
集

を
行
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
創
意
工
夫

の
あ
る
事
業
を
計
画
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

補
助
要
綱
は
、
産
業
観
光
課
、
母
島
支
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。 

【
補
助
対
象
】 
 
 

構
成
員
が
概
ね
５
名
以
上
で
、
村
が
補
助
す
る

に
相
応
し
い
計
画
な
ど
を
持
つ
団
体
、
グ
ル
ー
プ

等 

【
対
象
事
業
】 

 
 

閑
散
期
（
年
末
年
始
を
除
く
９
月
か
ら
３
月
ま

で
の
期
間
）
に
観
光
客
等
の
来
訪
者
の
誘
致
が
見

込
め
、
か
つ
、
村
の
経
済
活
性
化
に
資
す
る
と
認

め
ら
れ
る
事
業 

【
補
助
金
額
】
１
件
25
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。 

【
申
請
期
限
】
11
月
１
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

南
島
入
島
禁
止
期
間 

 

今
年
度
の
入
島
禁
止
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
入
島
禁
止
期
間
】 

 
 

11
月
５
日
～
平
成
17
年
２
月
４
日 

※
た
だ
し
、
12
月
28
日
～
１
月
４
日
を
除
く 

【
入
島
禁
止
期
間
中
の
特
例
利
用
】 

《
利
用
方
法
》
西
側
の
海
か
ら
扇
池
に
上
陸
す
る 

（
遊
泳
ま
た
は
カ
ヌ
ー
利
用
） 

※
こ
の
ル
ー
ト
は
大
変
危
険
な
た
め
、
入
島
に
際

し
て
は
、
海
況
等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

《
利
用
区
域
》
扇
池
お
よ
び
周
辺
の
砂
浜
に
限
定 

※
左
図
に
示
す
範
囲
と
し
ま
す
。 

《
利
用
条
件
》 

○
観
光
客
等
を
案
内
す
る
場
合
は
、
ガ
イ
ド
の
同

伴
な
ど
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
く

だ
さ
い
。 

○
一
般
村
民
の
利
用
に
つ
い
て
も
、
役
場
へ
の
入

島
手
続
の
ほ
か
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
と
同

様
の
条
件
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

                       

●
問
合
せ
先
（
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
） 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 
  

２
―
３
１
１
４ 

支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 

２
―
２
１
２
３ 

●
問
合
せ
先
（
植
生
回
復
に
つ
い
て
） 

支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 

２
―
２
１
２
３ 

総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

身
近
な
暮
ら
し
を
支
え
る
地
方
税 

 

村
の
政
策
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
財
源
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
そ
の
財
源
は
、
地
域
に
暮
ら
し
、
活

動
し
、
消
費
し
て
い
る
個
人
や
法
人
が
納
め
る
地
方

税
（
村
・
都
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な

ど
）
が
基
本
と
な
り
ま
す
。 

税
金
は
、納
税
者
自
身
が
自
主
的
に
納
付
す
る「
自

主
納
税
」
が
本
来
の
姿
。
自
主
納
税
に
よ
っ
て
税
金

へ
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
住
民
と
し
て
の
意

識
も
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

税
金
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
滞
納
者
に
と
っ
て
不

利
益
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
村
の
財
政
お
よ
び

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
た
す
ば
か
り
で
な
く
、

期
限
内
に
納
付
さ
れ
て
い
る
他
の
納
税
者
と
の
公
平

性
を
欠
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
に 

 

よ
っ
て
新
た
な
事
務
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
費
用
も

税
金
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

税
金
を
有
効
に
使
う
た
め
に
も
、
納
税
は
納
期
限

内
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 【
納
期
】
11
月
１
日
（月
） 

平
成
16
年
度
村
・
都
民
税
第
３
期 

平
成
16
年
度
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期 

平
成
16
年
度
介
護
保
険
料
第
３
期 

 

自
動
引
き
落
し
に
よ
る
納
付
を
申
し
込
み
さ
れ

た
方
は
、
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 
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街
並
み
景
観
を
考
え
る
会 

 
今
年
の
２
月
か
ら
西
町
・
東
町
地
区
の
「街
並
み
景

観
を
考
え
る
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

今
回
か
ら
は
、
都
道
空
間
の
利
用
方
法
を
含
め
て
、

よ
り
具
体
的
な
街
並
み
づ
く
り
、
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
案
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

こ
の
事
業
の
検
討
・
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
沿
道

の
方
々
を
始
め
と
し
た
、
住
民
の
方
々
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
た
め
、積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

西
町
・
東
町
地
区
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
も
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
１
日
（金
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

企
画
課
企
画
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
２
０ 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

島
内
美
化
運
動
の
実
施
（父
島
） 

 

き
れ
い
で
住
み
よ
い
島
づ
く
り
の
た
め
、
島
内
（父

島
）美
化
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
24
日
（日
）
午
前
９
時
～ 

（
※
雨
天
中
止
） 

【
集
合
場
所
】 

 

○
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

○
奥
村
運
動
場 

 

※
参
加
し
や
す
い
場
所
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

【
作
業
場
所
】
都
道
２
４
０
号
線
周
辺 

（
気
象
庁
前
～
第
一
ト
ン
ネ
ル
入
口
） 

【
作
業
内
容
】
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
拾
い
。 

 

※
軍
手
、
ご
み
袋
は
村
で
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、

終
了
後
、
参
加
者
に
は
冷
た
い
飲
み
物
を
用
意

し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係
２
―
３
１
１
３ 

10
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月 

  

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫･

冷
凍
庫

洗
濯
機
は
、
毎
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出
を
行

っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
決
ま
り
し
だ
い
村
掲
示
板
と

防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
メ
ー
カ
ー
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
】 

 
 

郵
便
局
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
込
む
際
、
製

造
メ
ー
カ
ー
名
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

メ
ー
カ
ー
名
を
ご
確
認
の
う
え
、
振
込
み
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

記
入
方
法
な
ど
不
安
な
方
は
メ
ー
カ
ー
名
を
控

え
、
役
場
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断

が
難
し
い
た
め
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
【
コ
イ
ン
式
洗
濯
機
は
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
外
で
す
】 

ア
パ
ー
ト
・
民
宿
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
コ

イ
ン
式
洗
濯
機
（
コ
イ
ン
投
入
口
内
蔵
型
洗
濯

機
）は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
外
と
な
り
、

共
勝
丸
で
の
引
き
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
処
分
方

法
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

各
種
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
メ
ー
カ
ー
名
、

型
式
を
お
控
え
の
う
え
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係  

 
 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

  
 
 

３
―
２
１
１
１ 
 

児
童
演
劇
小
笠
原
公
演 

 

劇
団
ひ
ま
わ
り
に
よ
る
児
童
演
劇
小
笠
原
公
演

『
と
ん
で
ろ
じ
い
さ
ん
』
を
開
催
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
15
日
（金
）
午
後
５
時
30
分
～ 

《
場
所
》
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
16
日
（土
）
午
後
５
時
30
分
～ 

 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

教
科
書
の
採
択
結
果 

 

来
年
度
か
ら
小
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
平
成
20
年
度
ま
で

採
用
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
複
数
学
年
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
（
生

活
、
音
楽
、
図
工
、
家
庭
、
保
健
）
に
つ
い
て
は
再

来
年
度
か
ら
使
用
と
な
る
学
年
も
あ
り
ま
す
。 

 

【
採
択
結
果
】 

                    

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

３
―
３
１
１
７ 

 
小
笠
原
中
学
校 
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

 

硫
黄
島
訪
島
事
業
に
参
加
し
た
中
学
２
年
生
が
、

硫
黄
島
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
や
訪
島
事
業
に
参
加

し
て
の
感
想
、「
生
命
の
尊
重
」に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。 

【
テ
ー
マ
】 

「
生
命
の
尊
重
・
硫
黄
島
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」 

【
日
時
】
10
月
４
日
（月
）
午
後
１
時
30
分
～ 

【
場
所
】
小
笠
原
中
学
校
図
書
室 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

 

三
宅
島
帰
島
支
援
の
義
援
金
募
集 

  

三
宅
島
島
民
の
方
々
の
帰
島
の
準
備
お
よ
び
生
活

再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
村
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
募
集
期
限
】
11
月
30
日
（火
） 

【
受
付
場
所
】
村
役
場
お
よ
び
母
島
支
所 

（
義
援
金
専
用
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

      

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
10
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
10
月
４
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

保
健
家
庭
図
工
音
楽
生
活 

理
科
算
数 

地
図 

社
会
書
写
国
語
科
目

新
・み
ん
な
の
保
健 

新
編 

新
し
い
家
庭 

図
画
工
作 

小
学
生
の
音
楽 

み
ん
な
と
ま
な
ぶ 

し
ょ
う
が
っ
こ
う
せ
い
か
つ 

新
版 

た
の
し
い
理
科 

み
ん
な
と
学
ぶ 

小
学
校
算
数 

楽
し
く
学
ぶ 

 

小
学
生
の
地
図
帳 

社
会 

書
写 

国
語 教 

科 

書 

名 

学
習
研
究
社

東
京
書
籍 

開 

隆 

堂 

教
育
芸
術
社

学
校
図
書 

大
日
本
図
書

学
校
図
書 

帝
国
書
院 

光
村
図
書 

光
村
図
書 

光
村
図
書 

出 

版 

社 
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東
京
都
認
定
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

【
能
力
向
上
講
習
】 

《
対
象
者
》
東
京
都
認
定
ガ
イ
ド
の
方 

《
日 

程
》 

○
南
島
ガ
イ
ド 

 

11
月
11
日
（木
）の
半
日
程
度 

○
石
門
ガ
イ
ド 

11
月
15
日
（月
）の
半
日
程
度 

《
費 

用
》
無
料 

 

【
新
規
ガ
イ
ド
講
習
】 

《
対
象
者
》 

平
成
17
年
４
月
時
点
で
、
18
歳
以
上
か
つ

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
期
間
が
１
年

以
上
と
な
る
見
込
み
の
方 

《
日 

程
》 

○
講
義 

 

12
月
２
日
（木
）～
11
日
（土
）の
間
で 

６
日
間
程
度
（夜
間
） 

○
現
地
講
習 

 
 

２
月
～
３
月
の
間
で
半
日
程
度 

《
費 

用
》
４
２
０
０
円 

※
各
講
習
と
も
後
日
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

東
京
都
宿
泊
施
設 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
助
成
金 

  

宿
泊
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
支
援
を
東
京
都

が
実
施
し
ま
す
。 

【
助
成
対
象
施
設
】 

旅
館
業
法
の
許
可
を
受
け
て
東
京
都
内
で
営

業
し
て
い
る
施
設
（民
宿
も
含
ま
れ
ま
す
。） 

【
対
象
者
】 

 
 

「
助
成
対
象
施
設
」を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
た

め
の
施
設
整
備
（改
修
工
事
等
）を
自
ら
の
費
用
負

担
で
実
施
す
る
者
（法
人
・
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。） 

【
助
成
金
額
】 

 
 

助
成
対
象
経
費
の
１
／
２
で
、
５
０
０
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。 

【
対
象
と
な
る
施
設
整
備
】 

 
 

敷
地
内
通
路
、
出
入
口
、
駐
車
場
、
廊
下
、
階

段
、
傾
斜
路
、
便
所
、
浴
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
客

席(

宴
会
場
を
含
む)

、
標
示
、
誘
導
、
客
室
、
寝

室
、
子
育
て
支
援
環
境
の
整
備
な
ど 

【
申
請
期
間
】
10
月
１
日
（金
）～
11
月
30
日
（火
） 

※
助
成
総
額
に
達
し
た
場
合
は
、
11
月
30
日
前

で
あ
っ
て
も
、
申
請
の
受
け
付
け
を
終
了
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

東
京
都
産
業
労
働
局
観
光
部
振
興
課 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
７
６
８ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.sangyo-rodo.m

etro.tokyo.jp 

 

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る 

 
 
 
 
 
 
小
笠
原
地
区
巡
回
相
談 

 

児
童
の
健
康
管
理
に
関
す
る
相
談
、
育
成
・
育
児

相
談
、
知
的
発
達
障
害
相
談
、
身
体
障
害
相
談
、
養

護
相
談
、
そ
の
他
の
相
談
な
ど
、
幼
児
・
児
童
の
子

育
て
に
関
し
て
、
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
専
門
の
医

師
、
臨
床
心
理
士
、
児
童
福
祉
司
が
皆
様
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
10
月
５
日
（火
）

ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
21
日
（木
）
午
前
９
時
～
11
時 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
22
日
（金
） 

午
後
１
時
30
分
～
５
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
和
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

小
笠
原
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
る
た
の 

読
札
募
集 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
末
年
始
に
「
か
る

た
取
り
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
小
笠
原
の

自
然
、
文
化
、
生
活
な
ど
に
関
す
る
読
札
を
募
集
い

た
し
ま
す
。 

俳
句
に
限
ら
ず
、
語
呂
の
よ
い
読
札
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
募
集
期
限
】
10
月
29
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
20
日
（水
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
21
日
（木
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 
（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 
【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 

 
 

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
（※
）に
よ
り
、
次
の

時
間
に
放
送
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

【
予 

想 

日
】
10
月
２
日
（土
）～
６
日
（水
） 

【
予
想
時
刻
】
午
後
０
時
22
分
ご
ろ
か
ら
約
６
分
間 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
と
は 

 

太
陽
、
放
送
衛
星
、
受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん

だ
と
き
に
、
衛
星
電
波
と
と
も
に
強
力
な
太
陽
雑

音
を
受
け
る
た
め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。
春
分
の

日
お
よ
び
秋
分
の
日
の
前
後
に
発
生
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 

２
―
３
５
１
０ 

 

部
分
日
食
観
望
会 

 

【
日
時
】
10
月
14
日
（木
）午
前
11
時
～
午
後
１
時 

【
場
所
】
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
‐
し
っ
ぷ
）前 

【
主
催
】
国
立
天
文
台
小
笠
原
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
観
測
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
天
文
倶
楽
部
（Ｏ
Ｗ
Ａ 

一
木
） 

２
―
３
２
１
５ 

 

島
嶼
会
館
年
末
年
始
営
業
の
お
知
ら
せ 

 

今
年
の
年
末
年
始
の
営
業
は
、
年
末
年
始
の
宿
泊

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
将
来
の
管
理
運
営
の
参
考
に
す

る
た
め
、
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
営
業
日
】 

年
末 

12
月
30
日
、
31
日 

年
始 

１
月
１
日
、
２
日
、
３
日 

（
そ
の
後
引
き
続
き
営
業
。） 

【
休
館
日
】
12
月
27
日
、
28
日
、
29
日 

（
26
日
正
午
で
業
務
終
了
。） 

 

●
問
合
せ
先 

島
嶼
会
館 

 

０
３
―
３
４
３
７
―
３
０
６
１ 
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地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

第
58
回
読
書
週
間 

「
落
ち
葉
を
し
お
り
に
、
読
書
の
秋
」 

  

文
化
の
日
を
中
心
に
２
週
間
（
10
月
27
日
～
11

月
９
日
）、
読
書
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

昨
年
度
、
父
島
図
書
室
で
の
年
間
貸
出
総
数
は
２

３
５
２
４
冊
。
村
民
１
人
当
た
り
10
冊
借
り
た
計
算

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均
の
３
倍
以
上
の

す
ば
ら
し
い
実
績
で
す
。 

ま
た
、都
立
図
書
館
の
協
力
貸
出
も
４
１
１
冊
と
、

他
の
自
治
体
と
比
べ
、抜
き
ん
出
て
多
い
数
字
で
す
。

ほ
か
に
も
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の
図
書
室
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
、
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
豊
か
に

し
ま
せ
ん
か
。 

父
島
図
書
室
で
は
、
今
年
も
読
書
週
間
に
ふ
さ
わ

し
い
展
示
等
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。 

        

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

２
―
２
９
１
１ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（父
島
） 

 

【
日
時
】
10
月
30
日
（土
）
正
午
～
午
後
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 
 

千
葉 

 
 
 
 

２
―
２
６
２
８ 

 
 
 
 
 
 
 

永
合 

 
 
 
 

２
―
３
０
０
５ 

  

     

専
門
診
療 

  

整
形
外
科
・
皮
膚
科
の
専
門
診
療
を
行
な
い
ま
す
。 

保
険
診
療
（有
料
）と
な
り
ま
す
。 

 

◎
整
形
外
科
（東
京
医
科
大
学
病
医
院
） 

【
日
程
】 

 

《
母
島
》
10
月
８
日
（金
）、
９
日
（土
） 

《
父
島
》
10
月
11
日
（月
）、
13
日
（水
）、 

14
日
（木
）、 

15
日
（金
） 

【
受
付
時
間
】
※
整
形
外
科
・
皮
膚
科
共
通 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

◎
皮
膚
科
（東
京
医
科
大
学
病
院
） 

【
日
程
】 

 

《
母
島
》
10
月
21
日
（木
）、
22
日
（金
） 

《
父
島
》
10
月
24
日
（日
）、
25
日
（月
）、 
26
日
（火
）、 

27
日
（水
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 
 

薬
剤
相
談
（父
島
） 

 

薬
剤
師
に
よ
る
専
門
相
談
を
行
い
ま
す
。 

一
般
的
な
薬
の
情
報
の
ほ
か
、
普
段
服
用
し
て
い

る
薬
に
つ
い
て
、
効
能
、
副
作
用
、
飲
み
合
せ
な
ど

個
別
相
談
に
乗
り
ま
す
。 

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
診
療
所
に
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

 【
薬 

剤 

師
】
荒
川 

昌
史
（
自
治
医
科
大
学
病
院
） 

【
実 

施 

日
】 

 
 

10
月
26
日
（火
）午
後 

～
29
日
（金
）午
前 

【
受
付
時
間
】 

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種 

  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
効
果
が
現
れ

る
ま
で
約
２
週
間
、
効
果
は
約
５
か
月
持
続
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
始

め
る
12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
済
ま
せ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

【
第
１
回
目
接
種
期
間
】 

 

10
月
18
日
（月
）～
22
日
（金
） 

【
第
２
回
目
接
種
期
間
】 
 
 

11
月
22
日
（月
）～
26
日
（金
） 

【
接
種
回
数
】 

《
13

       

歳
未
満
》 

２
回 

 

《
13
～
64
歳
》 

１
～
２
回 

《
65

      

歳
以
上
》 

１
回 

【
接
種
手
数
料
】
１
回 

２
２
０
０
円 

【
申
込
方
法
】 

10
月
１
日
（金
）よ
り
電
話
ま
た
は
診
療
所
窓

口
で
受
け
付
け
し
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

○
接
種
期
間
以
外
に
接
種
を
希
望
す
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

○
事
業
所
単
位
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、事
前
に
必
ず
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 
１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
10
月
14
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

２
時
～
２
時
30
分
） 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

肺
が
ん
検
診 

 

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳
以
上 

の
方 

【
検
査
方
法
】
喀
た
ん
検
査
法 

【
費 

 

用
】
無
料 

【
申
込
方
法
】 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
、
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
申
込
期
限
】
11
月
２
日
（火
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 
  
 
 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所
庶
務
係 

  
 
 

３
―
２
１
１
１ 
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―  健康福祉課  ―   

―  第 ６２ 号  ―   

 
 

 今月は、≪ 住民検診に行こう！ ～ Part２ ～ ≫です。 

健康診断や人間ドックを受けた人のうち、まったく異常がみられない人が、全体 

の約２／３ほどいるそうです。 

しかし！これは逆に言えば、日本人成人の３人に 1人は、何らかの異常所見を 

持っているということに!! 
 

         人の健康状態は、日々変わっていきます。 

今年の健康診断が正常だったとしても、それは来年も正常であるとの保証にはなりません。

健康的な生活を継続して心がけることはもちろんですが、１年に１度以上は健診を受け、

定期的にからだのメンテナンスを行ないましょう。 

さらに、小さな悪い芽があれば、少しでも早く手当てすることが肝心です。 

これが、元気で、より長生き＝「健康寿命」につながる秘訣です。 

 

今年の住民健診は、母島は１１月８日～９日、父島は１１月１１日～１５日です。 
 

【住民健診で行なう検査項目は？】 

《内科診察・問診》 

聴・触診による心音、呼吸音などの理学的検査、胸部聴診や腹部触診などを行ないます。また、既住、主訴、家族歴、

生活状況などの調査から、日常生活状況や健康状態をチェックします。  

《身体計測》 

肥満度をチェックします。 

《血圧測定》 

脳出血、心臓病、腎障害などの原因となる高血圧の有無や程度をチェックします。  

《血液検査》 

貧血、肝機能、腎機能、脂質、血糖の状態などをチェックします。 

《心電図》 

心筋梗塞、狭心症、不整脈など心疾患のチェックをします。  

《尿検査》 

蛋白、糖、ウロビリーノーゲン、潜血、ＰＨなどを検査し、糖尿病、腎障害、肝障害、尿路、膀胱の疾患などを     

チェックします。  

《胃がん検診（胃内視鏡検査）》 

食道、胃、十二指腸の潰瘍、がんなどをチェックします。  

《大腸がん検診（便潜血２回法・注腸Ｘ線検査・大腸内視鏡検査）》 

便潜血反応により消化器系の潰瘍、がんなどをチェックします。必要に応じて、Ｘ線や内視鏡検査を行ないます。 

《肺がん検診（喀痰検査、胸部レントゲン検査）》 

肺結核、肺がん、肺気腫、塵肺、気管支の状態やその他の胸部疾患をチェック。心臓や大動脈の状態を観察します。   

肺がん検診の申し込みは、１１月２日(火)までです。 

《婦人科検診：乳がん検診、子宮がん検診（視診、触診、超音波（エコー）検査、細胞診）》 

乳がん、乳腺症など乳房の状態、子宮内膜症、筋腫、がんなどの子宮の病変を調べます。 
 

健診は受けただけでは意味がありません。大切なことは、結果を生活改善に生かすことです。 

前回に比べて今回はどう変わったか、検査値の変化などをチェックしてみましょう。例えば、「総コレステロールが下

がった! 血圧が下がった!!」ことから、「以前より間食を減らして、運動量を増やした成果かな♪」など、毎日の生活改

善の指標にもなります。 

ぜひ、住民健診を受けて、日々の生活に役立てていきましょう。 
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
の
？
」 

 

世
界
自
然
遺
産
の
目
的
は
、
貴
重
な
自
然
環
境
を

保
護
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
登
録
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
に

様
々
な
効
果
や
問
題
等
が
生
じ
る
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
今
回
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
登
録
の
効
果
は
？
】 

 

小
笠
原
の
自
然
の
価
値
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ

る
こ
と
で
、
知
名
度
、
注
目
度
が
上
が
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
環
境
の
時
代
と
い
わ
れ

る
中
で
、
小
笠
原
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
も
期

待
で
き
ま
す
。 

環
境
省
が
屋
久
島
で
行
っ
た
、
世
界
遺
産
登
録

前
後
の
社
会
変
化
を
分
析
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
「
テ
レ
ビ
や
雑
誌
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
た
」
と
感
じ
て
お
り
、「
出

身
地
を
聞
か
れ
た
際
に
説
明
し
な
く
て
も
分
か
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。」「
島
出
身
で
あ
る

こ
と
を
堂
々
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
の
意

見
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
村
づ
く
り
へ
の
効
果
は
？
】 

 

す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
、
生

活
や
産
業
と
も
共
生
し
た
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を

目
指
す
小
笠
原
の
将
来
像
が
、
よ
り
明
確
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
適
正
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を

行
な
う
な
ど
、
持
続
可
能
な
島
を
目
指
し
て
、
よ

り
一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 

【
観
光
・
商
工
業 

お
客
さ
ん
は
増
え
る
の
？
】 

 

小
笠
原
へ
の
観
光
客
数
が
ど
の
程
度
増
加
す
る

か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
未
知
数
の
部
分
が

大
き
い
と
い
え
ま
す
。 

屋
久
島
の
例
で
み
る
と
、
平
成
５
年
の
世
界
遺

産
登
録
を
は
さ
ん
だ
、
平
成
２
年
か
ら
の
10
年
間

で
観
光
入
り
込
み
客
数
は
約
１
・
６
倍
に
増
加
し

ま
し
た
。
こ
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
の

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
就
航
や
、
中
高
年
登
山
客

の
増
加
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
す
べ
て

が
世
界
遺
産
登
録
の
効
果
で
あ
る
か
は
不
明
で
す
。

た
だ
し
、
知
名
度
の
上
昇
に
よ
る
プ
ラ
ス
効
果
は

確
実
に
働
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

「
世
界
遺
産
」
は
単
な
る
ブ
ラ
ン
ド
だ
と
い
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
世
界
に
誇
る
自
然
環

境
が
残
さ
れ
て
い
る
小
笠
原
だ
か
ら
こ
そ
手
に
入

れ
る
こ
と
の
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。 
数
あ
る
観
光
地
の
中
で
、
小
笠
原
に
行
く
こ
と

を
選
択
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
強
力
な
動
機
づ

け
が
必
要
で
す
。
世
界
遺
産
を
き
っ
か
け
に
来
島

し
た
人
た
ち
か
ら
、
小
笠
原
の
す
ば
ら
し
さ
が
伝

わ
っ
て
い
け
ば
、
観
光
客
は
増
加
し
て
い
く
で
し

ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（も
て

な
し
の
心
）の
向
上
や
、サ
ー
ビ
ス
水
準
の
ア
ッ
プ
、

街
並
み
景
観
の
改
善
な
ど
、
迎
え
入
れ
る
私
た
ち

が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
題
も
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
農
・
漁
業
へ
の
波
及
効
果
は
？
】 

 

一
般
の
農
漁
業
者
に
と
っ
て
、
世
界
遺
産
登
録

は
無
関
係
と
の
と
ら
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
屋
久

島
の
例
を
見
る
と
、
高
付
加
価
値
を
追
求
す
る
産

品
で
は
、
産
地
と
し
て
の
知
名
度
が
上
昇
し
た
効

果
を
生
産
者
も
認
め
て
い
る
よ
う
で
す
。 

ま
た
、
島
内
消
費
の
拡
大
に
よ
り
、
島
外
出
荷

に
比
べ
て
輸
送
費
の
負
担
が
減
少
す
る
こ
と
や
、

新
鮮
さ
と
い
う
付
加
価
値
が
増
大
す
る
こ
と
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
の
新
鮮
な
食
材
を
楽
し
ん
だ
り
、
地
域
の

特
産
品
を
気
軽
に
購
入
で
き
る
こ
と
は
、
観
光
面
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
そ
の
も
の
の
大
き
な
魅
力

の
ひ
と
つ
で
す
。 

島
内
で
採
れ
た
も
の
を
島
内
で
消
費
す
る
と
い
う

地
産
地
消
の
ス
タ
イ
ル
は
、
小
笠
原
の
経
済
発
展
に

と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
世
界
遺
産
登
録
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
産
業
間
の
連
携
を
強
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

次
回
も
引
続
き
「
登
録
の
効
果
と
問
題
等
」
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
２
０ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
３ 

「
ザ
ッ
ク
」 

                   

ザ
ッ
ク
は
小
笠
原
で
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
メ

ス
の
イ
ル
カ
で
す
。 

頭
部
と
胸
ビ
レ
の
間
に
あ
る
深
い
傷
が
ザ
ク
ッ
と

つ
い
て
い
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
で
す
。
十
数
年
前

に
は
は
っ
き
り
と
し
て
い
た
傷
は
徐
々
に
目
立
た
な

く
な
っ
て
き
て
、
今
で
は
よ
く
観
察
し
な
い
と
黒
い

傷
跡
が
識
別
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
秋

ご
ろ
に
背
ビ
レ
が
大
き
く
欠
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
こ
の
欠
損
が
個
体
識
別
を
す
る
上
で
大
変
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。 

ザ
ッ
ク
は
10
年
前
に
発
行
さ
れ
た
「
小
笠
原
・
イ

ル
カ
に
逢
え
る
海
（
学
習
研
究
社
）」
と
い
う
本
の
中

で
主
人
公
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
時
の
ザ
ッ
ク
を
知
る
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
ザ

ッ
ク
は
や
ん
ち
ゃ
な
子
供
の
イ
ル
カ
で
、
す
ぐ
に
人

に
近
寄
っ
て
き
て
愛
嬌
を
ふ
り
ま
い
て
い
た
よ
。
ド

ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
の
原
点
に
な
る
イ
ル
カ
じ
ゃ
な
い

か
な
？
」「
今
で
は
す
っ
か
り
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
、

近
寄
っ
て
こ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ザ
ッ
ク
も
大

人
に
な
っ
た
ん
だ
な
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

調
査
で
も
昨
年
の
７
月
か
ら
８
月
の
間
に
赤 

ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
９
月
18
日
に
も
、
１
才
に
な
っ
て
大
き
く
成

長
し
た
子
供
を
連
れ
て
い
る
ザ
ッ
ク
を
確
認
し
ま
し

た
。 

 

も
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
に

参
加
し
て
海
の
中
で
ザ
ッ
ク
を
見
か
け
た
ら
、
そ
っ

と
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

◎
第
32
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（
勉
強
会
） 

 

「
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
潜
水
行
動
」 

 

【
日
時
】
10
月
18
日
（月
）
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
講
師
】 

 
 

天
野 

雅
男
（
東
京
大
学
海
洋
研
究
所
） 

 
 

青
木 

か
が
り
（
東
京
大
学
大
学
院
） 

 
 

森 

恭
一
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

黒い傷跡 

背ビレ 
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小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
40 

― 

島
内
に
あ
る
自
主
ル
ー
ル 

パ
ー
ト
１ 

― 
 

イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
な
ど
の
観
光
資
源
を
持
続
的

に
利
用
し
て
い
く
に
は
、ル
ー
ル
（ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
も
含
む
）が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

小
笠
原
に
は
現
在
、
観
光
資
源
を
持
続
的
に
利
用

す
る
た
め
に
９
つ
の
自
主
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。 

十
分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
こ
れ
ら
の
自
主
ル
ー
ル
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。 

①
ク
ジ
ラ
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル 

 

１
９
８
９
年
に
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
協
会
が
制
定
。
国
内
で
初
め
て
の
観
光
資
源
を

守
る
た
め
の
ル
ー
ル
と
し
て
有
名
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
か
ら
１
０
０
ｍ
以
内
を
侵
入
禁
止
水
域
と
し
て

い
る
。 

②
イ
ル
カ
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル 

２
０
０
２
年
に
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
協
会
が
制
定
。「
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
業

者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
旅
行
者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」「
宿
泊
業
者
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
観
光
案

内
者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
４
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

に
分
け
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。 

③
南
島
と
石
門
地
域
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル 

東
京
都
と
小
笠
原
村
が
協
定
を
結
ん
で
２
０
０

３
年
に
制
定
。
認
定
ガ
イ
ド
の
同
行
や
、
上
陸
人

数
制
限
な
ど
を
定
め
て
い
る
。 

④
ア
ホ
ウ
ド
リ
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル 

２
０
０
４
年
に
島
内
外
関
係
団
体
が
制
定
。
繁

殖
期
間
中
（
10
月
～
６
月
）は
繁
殖
地
に
立
ち
入

ら
な
い
こ
と
や
、
船
上
や
対
岸
か
ら
双
眼
鏡
や
望

遠
鏡
で
観
察
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。 

⑤
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル 

２
０
０
４
年
に
小
笠
原
村
観
光
協
会
が
制
定
。

ラ
イ
ト
、
ス
ト
ロ
ボ
撮
影
、
餌
付
け
禁
止
、
人
数

な
ど
の
制
限
を
設
け
て
い
る
。 

⑥
グ
リ
ー
ン
ペ
ペ
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル 

２
０
０
４
年
に
小
笠
原
村
観
光
協
会
が
制
定
。

駐
車
場
の
利
用
、
道
端
か
ら
見
る
こ
と
、
持
ち
去

ら
な
い
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。 

⑦
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル 

２
０
０
３
年
に
林
野
庁
が
父
島
東
平
に
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
（聖
域
）を
設
定
。
立
ち
入
り
を
禁
止
す

る
コ
ア
地
域
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
保
護
を
両
立
す

る
バ
ッ
フ
ァ
ー
区
域
を
定
め
て
い
る
。 

⑧
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル 

２
０
０
４
年
に
小
笠
原
村
観
光
協
会
が
制
定
。

ラ
イ
ト
の
使
用
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
発
見
・
遭
遇
し
た

場
合
の
対
処
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。 

⑨
小
笠
原
の
自
然
全
般
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル 

自
然
と
共
生
す
る
た
め
の
10
箇
条
と
し
て
環

境
省
が
制
定
し
て
い
る
。
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然

を
後
生
に
引
き
継
ぐ
こ
と
、
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
、

歩
道
を
外
れ
な
い
、
落
書
き
を
し
な
い
な
ど
を
制

定
し
て
い
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
40 
 

― 

カ
ー
メ
ン
と
ア
オ
ミ
、
北
へ
北
へ
の
長
い
旅 
― 

 

小
笠
原
で
産
卵
す
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
産
卵
期

終
了
後
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
内
地
の
沿
岸
に
あ
る
餌

場
へ
向
か
う
こ
と
が
、
今
ま
で
の
標
識
を
用
い
た
調

査
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
は
っ
き
り
と
し

た
回
遊
経
路
は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
人
工
衛
星
を
介

し
た
追
跡
シ
ス
テ
ム
で
そ
の
行
方
を
追
う
試
み
を
昨

年
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、
東
京
大
学
海
洋
研
究
所
国
際
沿
岸

海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
、
同
研
究
所
行
動
生
態
計
測
分

野
、
お
よ
び
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
小
笠
原
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
３
機
関
が
共
同
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

今
回
用
い
た
シ
ス
テ
ム
は
、
生
物
の
位
置
デ
ー
タ

を
取
る
と
い
う
従
来
の
機
能
に
加
え
、
そ
の
潜
水
行

動
も
知
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
近
年
、
英
国
セ
ン
ト

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
大
学
海
棲
哺
乳
類
研
究
グ
ル
ー
プ

に
よ
り
開
発
さ
れ
た
Ｓ
Ｒ
Ｄ
Ｌ
（Satellite 

Relayed Data Logger

）を
用
い
る
こ
と
で
、
位
置

だ
け
で
な
く
、
潜
水
深
度
、
経
験
水
温
や
遊
泳
速
度

の
デ
ー
タ
な
ど
も
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

２
０
０
４
年
８
月
17
日
に
、
２
頭
の
雌
ガ
メ
が
こ

の
シ
ス
テ
ム
内
蔵
の
発
信
機
を
背
中
に
背
負
っ
て
、

父
島
か
ら
旅
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ら
２
頭
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
１
年
間
カ
メ
の
研
究
学
習
に
勤

し
ん
で
い
る
小
笠
原
小
学
校
５
年
生
の
皆
さ
ん
が
、

カ
ー
メ
ン
（
甲
長
１
０
９
・
２
㎝
）
と
ア
オ
ミ
（
甲

長
92
・
７
㎝
）
と
名
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

放
流
後
、
カ
ー
メ
ン
は
北
へ
、
ア
オ
ミ
は
西
北
西

へ
向
か
っ
て
泳
ぎ
始
め
、カ
ー
メ
ン
は
伊
豆
諸
島
に
、

ア
オ
ミ
は
高
知
に
、
そ
れ
ぞ
れ
た
ど
り
着
い
た
よ
う

で
す
。 

発
信
機
の
電
池
寿
命
は
１
年
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、

発
信
機
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
に
よ
り
接
着
さ
れ
て
お
り
、

後
に
自
然
に
脱
落
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
試
用
し
た
発
信
機
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
用
い
ら

れ
る
も
の
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
小
型
の
も
の
で
、

動
物
の
遊
泳
に
与
え
る
影
響
は
現
時
点
で
最
も
少
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

昨
年
、
す
ぐ
に
発
信
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
年
は
別
の
メ
ー
カ
ー
の
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
用

い
、
セ
ン
サ
ー
付
近
に
藻
が
付
着
し
な
い
よ
う
に
エ

ポ
キ
シ
系
船
底
塗
料
を
塗
る
な
ど
、
さ
ら
に
工
夫
を

凝
ら
し
た
結
果
、現
在
も
順
調
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

こ
の
２
頭
の
回
遊
の
様
子
は
、
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（http://www4.osk.3web.ne.jp/~umigame/ 

J/NEWS/co-resarchtop.html

）。 

 

小
笠
原
を
離
れ
、
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
に
目
的
地
へ
向

か
っ
た
カ
ー
メ
ン
と
ア
オ
ミ
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う

な
動
き
を
す
る
の
か
、
皆
で
見
守
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

※
本
調
査
は
、
東
京
大
学
海
洋
研
究
所
国
際
沿
岸
海

洋
研
究
セ
ン
タ
ー
（前
年
度
所
属 

国
立
極
地
研

究
所
）の
佐
藤
克
文
を
研
究
代
表
者
と
す
る
平
成

15
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
を
用

い
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
基
盤
研
究
（
Ａ
）
（
海
外
学
術
調
査
）
、
研
究
課
題

「海
洋
高
次
捕
食
動
物
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ

る
３
次
元
海
洋
観
測
・
環
境
動
態
監
視
シ
ス
テ
ム

の
開
発
」 

課
題
番
号
１
５
２
５
５
０
０
３ 

【
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

http://www4.osk.3web.ne.jp/~umigame/J/

NEWS/co-resarchtop.html

） 

                 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 

http://bonin-ocean.net 

 



  NO．489    平成 16（2004）年 10月 1日（金）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-11- 

  

  
先先月月号号にに引引きき続続きき、、今今月月号号ででももＴＴＳＳＬＬにに関関すするる最最新新のの情情報報をを村村民民のの皆皆ささままににおお届届けけししまますす。。  

  

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ＴＳＬに関するご意見等ございましたら、お気軽に企画課までお寄せください。 

●問合せ先 企画課 ２－３１２０ 

S U P E R  L I N E R  O G A S A W A R A  お が さ わ ら 丸  

等  級 部屋数 定  員 等  級 部屋数 定  員 

特 等 ２人部屋 ４ ８ 
特 等 ２人部屋 １０ ２０ 

特１等 ２人部屋 ２ ４ 

３人部屋 ３５ １０５ ４人部屋 ３５ １４０ 
１ 等 

Ｓ 寝 台 ４ ４０ 
１ 等 

２人部屋 ９ １８ 

２段ベッド ８ ２１３ 特２等 ２段ベッド ２ ２８ 
２ 等 

ジュータン １４ ３６２ ２ 等 ジュータン  ８３３ 

全客室面積 約５,０００㎡ ７４０ 全客室面積 約４,７００㎡ １０３１

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ   コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．２２２   
Ｑ１． ＴＳＬの客室はどうなるの？ 

Ｑ２． 中国地方では台風１６号の影響がずいぶん

あったようだけどTSLは大丈夫？ 

「SUPER LINER OGASAWARA（スーパーライナーおがさわら）」の旅客室の種類は、

下の表のとおりだよ。今のおがさわら丸よりもゆったりと乗れるようになるね。 

TSLは大丈夫だけど、造船所のある

玉野市では、台風による高潮の影響

で、家屋への浸水の被害がずいぶん

あったようです。 

そのため、10月28日に予定されて

いたTSLの進水式は11月に延期にな

ることが決まりました。 

いろんな部屋があるんじゃ

のう。わしの貝も結構なもん

じゃが、今度の船室の居心地

も期待できそうじゃのう。 

エントランスロビースカイウォッチャーラウンジ レストラン 
特 等 

１等３人部屋 

１等Ｓ寝台 

２等２段ベッド ２等ジュータン 

９月１５日現在の建造状況 



高齢者住宅（シルバーピア）入居者募集開始 児童演劇小笠原公演（母島）

街並み景観を考える会 高校図書館開放（14:00～16:30）

東京都宿泊施設バリアフリー化助成申請期間（～11/30）

出港日

高校図書館開放（14:00～16:30）

住民健診申込期間（～11/5）

インフルエンザ予防接種第1回目（～22）

出港日 OWAインタープリター養成講座

小笠原中学校道徳授業地区公開講座 行政相談（父島 23）

母島巡回労働相談

定期予防接種（ツベルクリン反応） 入港日

行政相談（母島 ～21）

東京三弁護士会による法律相談（母島）

高校図書館開放（17:30～20:00） 高校図書館開放（17:30～20:00）

皮膚科専門診療（母島 ～22）

入港日 東京都児童相談センターによる巡回相談（母島）

定期予防接種（BCG、三種混合、 東京三弁護士会による法律相談（父島）

風疹、麻疹、日本脳炎）

東京都児童相談センターによる巡回相談（父島）

整形外科専門診療（母島 ～9）

出港日

小笠原小･中･高連合運動会 高校図書館開放（14:00～16:30）

高校図書館開放（14:00～16:30）

皮膚科専門診療（父島 ～27）

出港日 島内美化運動（父島）

整形外科専門診療（父島 13～15）

小笠原小･中･高連合運動会 予備日 入港日

薬剤相談（父島 ～29）

村民意見･提案･相談受付窓口

高校図書館開放（17:30～20:00） 高校図書館開放（17:30～20:00）

入港日

乳幼児健診・歯科健診（父島） 出港日

部分日食観望会（父島） 小笠原オリジナルかるた読札応募期限

児童演劇小笠原公演（父島） 母島小中学校学芸会

高校図書館開放（14:00～16:30）

フリーマーケット（父島）
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